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ラグビーワールドカップ2019の事前チームキャンプについて

1目 的

世界三大スポーツイベントの一つであり、2019年 にアジアで初めて開催される「ラグビー

ワールドカップ」にあたり、菅平高原の知名度を世界に発信するチャンスと捉え、公認チー

ムキャンプ地の誘致につながる「事前チームキャンプ」について、国外代表チームの招致活

動を官民協働で行う。

2経 過

(1)H29.3月 (一社)菅平高原観光協会、上田商工会議所等、市内関係団体から、「事前チ

ームキャンプ地」についても積極的な取組を求める要望書が上田市に提出された。

(2)H294月  長野県スポーツコミッションアドバイザーの仲介により、既に大会出場が決定

していた 12か国のうち、イタリア共和国ラグビー連盟に対し、菅平高原での事前チーム

キャンプ実施の可能性について打診した。

(3)H29.6月  イタリア代表チームの渉外責任者 (カ ルロ・ケッキナート氏)の 日本訪間の

機会が得られ、菅平高原のグラウンドや各施設を視察見学していただいたころ、キャンプ

を行う上で申し分ない環境であると評価を受ける。

(4)ま た、長野県には、今年度から上田市菅平高原キャンプ地誘致委員会に理事として参画

いただくとともに、同誘致委員会に対して 500万円の財政支援をいただいた。

(5)H29.7月  イタリアラグビー連盟の会長名で、次のとおり提案を受ける。

3イ タリアラグビー連盟からの提案

(1)菅平高原で事前キャンプを行うにあたり、イタリアラグビー連盟に対し負担金をお願い

したい。

(2)上田市菅平高原キャンプ地誘致委員会とイタリアラグビー連盟との協議がまとまれば、

菅平高原で 2019年 の本大会前の事前キャンプを行う。

(3)本大会 1年前の 2018年 6月 に、日本で行われる予定のテス トマッチの際も、菅平高原

で事前キャンプを行う。

(4)スポーッに留まらず、文化的・経済的な交流を図る準備がある。

(5)2020年の東京オリンピック・パラリンピックの事前キャンプについても交渉を行う予

定がある。



4今後の取組

(1)イ タリア代表チームの事前チームキャンプ招致に向け、長野県や関係団体とも連携した

官民協働のもと具体的な交渉を進めていきたい。

(2)市も上田市菅平高原キャンプ地誘致委員会の会員であることから、交渉の経過を踏まえ

ながら、誘致委員会への負担金について協力していきたいと考えている。

(3)在 日イタリア大使館、長野県をはじめとする関係機関の協力をいただきながら、市とし

て代表チームの事前キャンプをきっかけとした、イタリアとの文化的 。経済的な面での国

際交流も計画していきたい。 (なお、交流事業等を実施する場合については、別途、予算

化が必要と考えている。〉

5全体スケジュール

6事前チームキャンプ誘致の動き (H2)8」 7現在、15か 国の出場チームが決定)
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決定 未定 (交渉中のものも含む)

・スコットランド(長崎市)

・ウェールズ(北九州市)

・ トンガ(高知県、長門市)

・ アイルランド

・ニュージーランド

・イングランド(宮崎県視察)

・オース トラリア

・南アフリカ

・イタリア(上 田市)

・アルゼンチン

・ジョージア(鳴門市視察)

。日本

・アメリカ

・フィジーフランス

※新聞報道等による

公認候補地発表 公認キ ャンフ地決定 (随時 )
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□ 主催

□ 開催時期

□ 参加チーム

□ 試合形式

□ 試合会場

□ 歴史
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ワール ドラグビー(Worid Rugby)
2019年9月 20日 ～11月 2日

20チーム

①予選プール 5チーム×4プール 40試合

②決勝 トーナメン ト 8試合       計48試合

全国12会場

1987年 に第 1回大会が、ニュージーランド、オース トラリア

共催で行われ、その後、2015年のイングランド大会まで8

開催される。

①アジアで初のラグビーワールドカップ

②ラグビー伝統国以外で初の開催

③7人制ラグビーがオリンピックに採用されてから最初の大会

□

□ 大会の特徴

RUGBY WORLD CUP 2019

〉『事前』チームキャンプと『公認』チームキヤンプ
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【事前チームキヤンプ】
～9/10頃

2019年 【公認チームキヤンプ】
9/10頃～(9/20開会)

○組織委員会による一元管理

○宿泊費、移動費、食費等は

組織委員会が負担
(他、自治体も―部負担あり)

ORWC2019に関する―定の

商標等の使用権利あり

○誘致についてチームと直接交渉不可

○大会期間

2019年
へ́11/2
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RUGBY WORLD CUP 2019

〉RUGBY WORLD CUP 2019 1隅要

○組織委員会の管轄外

○大会期間前

〇宿泊費、移動費、食費等は

チームが負担

ORWC2019に 関する商標等の

使用権利なし

○誘致についてチームと直接交渉可



RUGBY WORLD CUP 2019
>『公認』チームキャンプ応募状況

匡l流産尋イ牛娑女 76イ 牛 ※同一自治体による複数応募含む

・単独応募 57件  ・共同応募 19件

□応募自治体数 90自治体

・長野県からは、上田市のみ

☆熊谷市

☆神戸市
★豊田市

★札幌市

★印 :試合会場

●印 :キ ャンプ地応募自治体
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★大分県

RUGBY WORLD CUP 2019

トラグビ…イタリア1代表
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・世界ランキング 14位 (日本 11位)× 2017.7現在

Q  ・ワール ドカップ出場 :1987年第 1回大会から連続8大会出場

・ワール ドカップ戦績 :全8大会 プール戦敗退

・2015年イングランド大会 :プールD3位 (2勝 2敗 )

日本 :プールB3位 (3勝1敗 )

・対日本戦戦績 :5勝 1敗

・2003年ワール ドカップでは、ニュージーランドの英雄

ジョン・カーワン監督のもと、同国史上初めて2勝を上げる。

(ジョン・カーワンは
′
07～′

11に 日本代表の監督を務める)

・イタリアラグビー連盟(Fedemzione ltaliana Rugby)1928年 創立

会長 :Alfredo Gavazzi(アルフレドガヴアッッィ)

渉外責任者 :Carlo Checchinato(カ ルロ ケッキナート)
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☆東京都

★東大阪市

☆熊本市
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RUGBY WORLD CUP 2019TM
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ラグビーワールドカツプ 20197"日材 会
2019年 9月20E「～11月2日

《 プール組分け拍選結果 》〉
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